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江刈中学校統合50周年・開校80年
歴史と伝統を感じ未来を創造する

　

江
刈
中
学
校
統
合
50
周
年・
開
校
80
年
の

記
念
式
典
が
10
月
３
日
、
同
校
体
育
館
で
開

催
さ
れ
、
関
係
者
約
80
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
会
の
岩
脇
巧
委
員
長
は
「
地
域

に
支
え
ら
れ
江
刈
中
学
校
が
節
目
の
年
を
迎

え
ら
れ
た
。
在
校
生
は
歴
史
の
先
頭
に
立
ち
、

新
た
な
歴
史
を
築
く
存
在
」
と
伝
統
を
紡
ぐ

大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。
来
賓
を
代
表
し
、

鈴
木
重
男
町
長
は
「
生
徒
の
個
性
を
生
か
す

教
育
を
今
後
も
推
進
し
、
次
世
代
へ
と
継
承

し
て
ほ
し
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
学
校
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
歴
代
校
長
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
へ
の
功
労
者
表
彰
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
功
績
を
称
え
、
実
行
委
員
会
か
ら
感
謝

感謝状を贈呈された皆さん（敬称略）
▶歴代校長
　中田 隆一（第16代校長　平成28、29年度）
　加藤 純　（第17代校長　平成30、31年度）
　高橋 治　（第18代校長　令和２、３年度）
　鈴木 雅史（第19代校長　令和４、５年度）
▶歴代PTA会長
　本宮 昭仁（平成28年度） 大道 靖司（平成29年度）
　高宮 文昭（平成30、31年度） 惠津森 哲夫（令和２年度）
　久保 淳（令和３年度） 千葉 信一（令和４年度）
　木戸場 克郁（令和５年度～７年度）

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
江
刈
中
卒
業
生
に

よ
る
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
「
ふ
る
さ
と
と

私
～
中
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～
」
を
テ
ー

マ
に
、
各
分
野
で
活
躍
す
る
５
人
の
パ
ネ
リ

ス
ト
を
招
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
実
施
。
当
時
の
思
い
出
や
現
在
の
仕
事
を

始
め
る
き
っ
か
け
、
仕
事
へ
の
向
き
合
い
方

に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。
在
校
生
に
向
け

て
は
、
興
味
関
心
ご
と
や
夢
を
早
期
に
見
つ

け
る
こ
と
、
自
ら
挑
戦
す
る
姿
勢
な
ど
の
視

点
か
ら
助
言
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
式
典
は
、
出
席
者
に
と
っ
て
歴

史
の
誇
り
を
胸
に
、
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
念

す
る
新
た
な
出
発
点
と
な
り
ま
し
た
。

　五日市小学校の全校児童が10月５日、創立150周年記念事
業の一環である記念講演会「夢・希望フォーラム①」に講師と
して招いた同校の卒業生で、騎手として活躍する山本三兄弟
からの招待を受け、盛岡競馬場を見学しました。
　児童たちは、パドックやレースを間近で観戦。この日の第
１レースでは山本三兄弟がそろって騎乗し、聡哉騎手が見事
１着でゴールすると、母校の先輩が活躍する姿に目を輝かせ
ました。その後山本三兄弟との交流会では、児童たちから次々
と質問が寄せられ、騎手の仕事や競馬に関わる職業への理解
を深める貴重な経験となった様子でした。

母校の先輩
が

母校の先輩
が

活躍する場
所へ

活躍する場
所へ

五日市小学校の
児童が盛岡競馬

場を見学

五日市小学校の
児童が盛岡競馬

場を見学

山本三兄弟と一緒に記念撮影山本三兄弟と一緒に記念撮影

▲左から聡紀騎手、聡哉騎手、政聡騎手

　政聡騎手は「私自身、中学生の時
に学校の先生に競馬場へ連れてきて
もらったことがきっかけで、騎手の
道を志しました。皆さんにも実際に
競馬場を訪れることで、将来の職業
を考えるきっかけになればと思って
いました。今回、こうして皆さんを
招待することができ、私の夢が１つ
かないました」と話し、児童たちの
未来にエールを送りました。

㈱くずまき工房の新たな工場が完成
“林業のまち”の価値をより高める拠点に

　㈱くずまき工房（竹川高行代表取締役社長）の新工
場落成祝賀会が10月２日に行われ、関係者約40人が
出席しました。
　この日は関係者が新工場を見学。觸澤義美副町長は
「最新設備とものづくりに対する情熱が調和する新た
な拠点だと感じた。地域資源を生かす産業振興や地域
雇用の創出など、地域経済の活性化に期待したい」と
完成を祝いました。新工場は丸太から集成材生産まで
を行い、生産効率の向上により、製品の質向上や町産
木材の利用拡大が図られることに。また、地域雇用の
維持や町内の建築業者が利用しやすい町産木材の生産
の実現に向けて、これから本格的に稼働します。

◀�最新設備で
生産性の向
上を実現

InterviewInterview

町産カラマツの木材を使用した新工場町産カラマツの木材を使用した新工場

目の前で大迫力の競走馬を見学目の前で大迫力の競走馬を見学

レースがスタートすると「頑張れ！」と大きな声援を送りましたレースがスタートすると「頑張れ！」と大きな声援を送りました

1記念フォーラムでは同校の卒業生が経験を基に今を生き
る生徒たちにアドバイス2多大な功績を称え岩脇実行委員
長（手前）から感謝状が贈呈されました3生徒によるアト
ラクションでは自身の目標を１人ずつ発表
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遠
藤 

ト
ノ 

さ
ん

（
大
正
15
年
10
月
１
日
生
）

　
10
月
１
日
、
遠
藤
ト
ノ
さ
ん
が
１
０
０
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
、
町
か
ら
祝
い
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
城
内
小
路
地
区
に
生
ま
れ
た
ト
ノ
さ
ん
は
、
郵
便

配
達
員
な
ど
を
務
め
、
２
人
の
お
子
さ
ん
を
大
切
に

育
て
上
げ
ま
し
た
。
長
男
の
進
さ
ん
は
「
面
倒
見
の

良
い
世
話
好
き
な
母
で
す
」
と
印
象
を
語
り
ま
し
た
。

　
誕
生
日
の
こ
の
日
、
ト
ノ
さ
ん
は
ご
家
族
か
ら
祝

い
状
や
花
束
を
受
け
取
る
と
た
ち
ま
ち
笑
顔
に
な
り
、

進
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
関
係
者
に
囲
ま
れ

な
が
ら
、
特
別
な
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
進
さ
ん
は

「
元
気
そ
う
な
姿
を
見
ら
れ
て
う
れ
し
い
。
お
祝
い

の
た
め
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た

い
」
と
敬
意
を
表
し
、
改
め
て
ト
ノ
さ
ん
の
長
寿
を

祝
福
し
て
い
ま
し
た
。

百寿

�

遠
藤
ト
ノ
さ
ん
は
10
月
９
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。


